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　東洋医学を理解するうえで、知っておかなければならない３つの理論があります。

 その３つとは「天神合一思想」「陰陽論」「五行論」です。今回は「五行論」について纏めてみました。

 「五行論」の考え方のルーツは、古代中国の宗教観にあるといわれています。日常生活や

 その生産活動の中で不可欠な基本物質、「木、火、土、金、水」の５つで全てが説明できる思想を

 治療や診断に応用した理論です。

  「五行論」を医学に応用する為には、五行と身体の中にある臓器を関連させる必要がありました。

 そこで古代の中国では、体の中（体腔）で比較的大きく充実している五臓（肝、心、脾、肺、腎）と

 六腑（胆、小腸、胃、大腸、膀胱、三焦）のそれぞれの特性に合わせ「木」、「火」、「土」、「金」、「水」

 に割り当て関連性を説きました。

  医療を志す先人たちは、人体の生理や病気を解明しようと、健康な人や病気の人の

 「行動」「気質」「思考パターン」「食習慣」などあらゆる角度から観察し統計を取り続け表に

 まとめものが「五行色体表」になります。

 この「五行色体表」をみると五臓に

 変調をきたし易い気象状況（五季）

 （五悪）や五臓が変調した時の症状の

 皮膚の色（五色）、感情（五志）、

 五臓を補う食物（五果、五菜、五穀、五畜）

 など多岐にわたり分類しました。

 この五行の色体表は、治療方針として

 非常に有益です。

 しかし、これが絶対というものでは

 ありません。

 これを参考に診断し効果的な治療法を

 見出す手がかりを得るツールとして今も

 活用されています。

　五行色体表を利用して効果的な治療法を見出すために必要な考え方として知っておかないと

 いけない事が更にあります。それは「相生・相克の関係」です。

 「相生」とは「木」が燃えて「火」が生まれ火で燃やされた木は

 「土」になり、その土から「金」がうまれ、鉱物が含まれる鉱脈に

 沿って「水」が湧き出、その水が木を育むという考え方で、

 全ての物が循環している関係を言います。

 これに対し「相克」は、「木」は土に根を伸ばし「土」を塞き止め、

 「水」は「火」を消し 「火」は「金」を溶かし、「金」は「木」を切る

 材料となるように、お互いを打ち滅ぼしていく関係を言います。

 

診療時間
平日 ＡM９：００～１２：００

ＰM３：００～ ８：００
土曜日 ＡM９：００～１２：００
休診日 日・祝日


